
Molecular Reaction Dynamics 物質反応論Ｉ

I  分子・クラスターの光イオン化解離過程の

動力学的研究  

Dynamics of photo-induced ionization reactions 

下條竜夫

Gejo,  T.  

近年の第３世代シンクロトロン放射光（ＳＲ）やＸ線自由電子レーザーと関連す

る分光技術の目覚ましい進歩により、分子の詳細な物理量および微細構造の測定、

およびその時間変化の観測が可能となっている。我々はコインシデンス分光法、高

分解能光電子分光、画像観測法、角度分解飛行時間質量スペクトル法などを用い、

様々な内殻励起状態における分子および気相クラスターの光イオン化解離のダイナ

ミクスを研究している。また、近年はＸ線自由電子レーザーと紫外光レーザーを併

用して、ポンプ・プローブ分光法による分子の解離過程の動力学研究も行っている。

II  凝縮相における超高速分子ダイナミクスの

観測と解明  

Observation and elucidation of ultrafast molecular dynamics in 

condensed phase 

相賀則宏・竹内佐年  

Aiga, N. , Takeuchi, S.  

原理限界に近い極短パルス光の発生・評価と非線形光学過程にもとづく独自の分

光法の開発により、凝縮相分子の励起状態ダイナミクスや反応ダイナミクスを観測

し、その分子機構を解明する。特に、電子コヒーレンスや振動コヒーレンスの重要

性を念頭に置きつつ、電子状態と振動状態の両面から分子ダイナミクスを観測する。

これにより、反応分子の電子状態変化と構造変化をリアルタイムで追跡し、両者の

連動性・協奏性を解明し、反応座標の全体像の理解をめざす。  

III  単分子に対する線形・非線形分光方法論の開拓
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Development of linear/nonlinear spectroscopic methods for 

single molecules  

 

相賀則宏・竹内佐年  

Aiga, N. , Takeuchi, S.  

 

単一分子レベルの特性や振舞いを明らかにするために、超高真空極低温走査型ト

ンネル顕微鏡と極短パルス光源を融合させた新たな分光方法論の開拓をめざしてい

る。トンネル接合部位に外部から極短パルス光を導入することで、探針部位近傍の

プラズモン共鳴によりその直下に生じた局所増強電場を利用して線形および非線形

分光を行う。これにより高い時空間分解能を備えた分子観測を実現し、トンネル顕

微鏡による幾何学的構造情報に加えて、様々な分光による物理的・化学的特性の評

価とダイナミクスの観測をめざす。超高真空槽への極短パルス光の伝送などの基盤

技術の開発から取り組んでいる。  
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i somer-dependent  photodissoc iat ion of  iodothiophenes v ia 

s ite -selective ionizat ion ,” ,  Physical  Chemistry Chemical  Physics  26(16)  

12725-12737 (2024)  
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